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〇一人一人の子供のよさや可能性
を見出す教師

〇主体的な学びを支援する伴走者
としての役割を果たす教師

〇学校をつくる組織の一人として
協働できる教師

〇保護者や地域に信頼される教師

令和７年度 西東京市立上向台小学校 グランドデザイン

人にやさしさ 自分につよさ 生き抜くかしこさ

学校教育目標

〇一人一人の子供を主語にする学校
〇学ぶワクワク感のある学校
〇健康・安全に努める学校
〇子供・保護者・地域・教職員が
連携・協働してともにつくる学校

〇教職員が、安心して本務に力を
注げ、協働できる学校

目指す学校像

目指す児童像

人にやさしさ

自ら心や体を鍛え、最後まで
やり抜く力を備えた児童

自分につよさ

人や社会との「かかわり」や
「つながり」を大切にする
思いやりのある児童

生き抜くかしこさ

自ら学習に向かい、自分に
合った方法を選択しながら、
学びをデザインできる児童

＜正解のない社会を生き抜いていくために＞
予測困難な時代において、よい変化を起こそうと、

自分で課題を設定し振り返り、責任をもって行動する力の育成

目指す教師像

「一人一人の子供を主語」にする学校へ

今年度の重点

〇個別最適な学びと協働的な学びの一体的
な充実

○デジタル学習基盤を活用した学びの質
の向上（情報活用能力の向上）

〇子供の主体的な学びを支援する伴走者と
しての教師への転換

○副担任も含めた学年経営の充実

令和の日本型学校教育
上向台小Verの推進

〇学校・家庭・地域が当事者意識をもった
学校づくりへの参画

〇カリキュラム・マネジメントの視点によ
る地域の教育力や資源の活用

〇PTA及び学校運営協議会との連携

学校・家庭・地域がともにある
学校づくりの推進

〇学校の本質を捉えた業務内容の精選
〇ICT環境を通じた校務の効率化
〇働き方改革へのマインドセット
〇教職員の心理的安全性の確保

働き方改革の推進



これまでと時代や産業構造が異なり、
求められる力が 変わってきています！

内閣府 総合科学技術・イノベーション会議「Society5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ」 令和４年６月



教室には多様な子どもが集まっています

内閣府 総合科学技術・イノベーション会議「Society5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ」 令和４年６月



中央教育審議会教育課程部会 教育課程企画特別部会（第４回）配布資料「柔軟な教育課程編成の促進について」 令和７年３月28日



今までは……

簡単すぎて
退屈で苦痛だな。

文字が
読みづらいな…

授業について
いけない・・・

じっとしているのが
苦手だな・・・

全く分からない。
寝よう。

みんな同じペースで 同じことを 同じ方法で



これからは……

「自分のペースで自分で学ぶ」
「学び合って、助け合って、共に学ぶ」

「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について」最終報告 文部科学省 学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議 令和４年３月30日

イノベーション
創出

新たな
価値創造



内閣府 総合科学技術・イノベーション会議「Society5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ」 令和４年６月





「一人一人の子供を主語」にする学校へ

先生が困っている子供



「一人一人の子供を主語」にする学校へ

子供が困っている！



令和の日本型学校教育 上向台小Verの推進

❶ 西東京市教育委員会 自立した学習者の育成 研究指定校【新規】

予測困難な時代において、よい変化を起こそうと、自分で課題を設定し振り返り、責任を
もって行動できる力を育成するための各教科等における授業デザインを考えます。
子ども自ら学び方を選択し、自立した学習者になることを目指した単元づくりについて研究

を進めます。 ＜予算措置あり＞

❷ 東京都教育委員会  小学校教科担任制等加配校【継続】

専門性の高い教科指導や複数の教員による多面的・多角的な児童理解を行うために、中学校
体育の専科教員を加配し、小学校高学年における教科担任制を推進します。
各教科が教科を分担して授業を行うことで、授業準備の効率化や組織的な生活指導など、教

員の負担軽減を図り、教育の質の向上を図ります。 ＜加配教員あり＞

今年度の重点

❸ 東京都教育委員会  校内別室指導支援員配置事業実施校【継続】

校内別室指導支援員を配置し、不登校及び不登校傾向の児童に対して、校内の別室（旧ラン
チルーム）にて、学習指導や相談対応等を実施します。 ＜加配職員あり＞



https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/koremana/digitalbook/#page=52


https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/koremana/digitalbook/#page=1
https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/koremana360/KJ-jp-YLFBA8YdE/wwwroot/spg.html?m=KJ-jp-YLFBA8YdE
https://koremana.metro.tokyo.lg.jp/save/user/getTopView


「Benesse VIEW next ONLINE 活動実践 一人一人が自立した学習者になるために」 令和７年３月26日

https://view-next.benesse.jp/innovation/page/article31734/


学校・家庭・地域がともにある学校づくりの推進

❶ 西東京市教育委員会 すぐーるによる配布物のデジタル化【継続】

学校で作成した文書についてはデジタル化し、保護者の皆様にすぐーるを用いて確実に届く
ようにします。

❷ 登下校時の安全対策【継続】

保護者やサルビア・カフェ、民生委員・児童委員、ボランティアセンターなどと連携・協力
を図りながら、登下校時の見守りを行っています。
南門の自転車道路の見守りについて、ぜひ保護者の皆様も御協力ください。

❸ 西東京ふるさと探究学習の推進【継続】

各教科や総合的な学習の時間等において、カリキュラム・マネジメントの視点から、地域の
人、もの、ことを効果的に活用した多様な他者と協働し、課題解決できるような単元や授業を
構想します。

今年度の重点



働き方改革の推進

❶ 専門スタッフの配置【拡充】

学年教育アシスタント（２名）や校内別室指導支援員、子供と家庭の支援員など、専門ス
タッフと協力して、子どもたちの対応に当たります。
SCやSSW、ICT支援員、副校長補佐、スクール・サポート・スタッフ、特別支援教室専門員

等も継続して配置しています。 ＜加配職員あり＞

❷ 夜間・休日、学校閉庁日の電話対応【継続】

西東京市では、平日は午後６時30分から、
翌朝の午前８時まで、週休日や学校閉庁日は
終日、電話を留守番電話に切り替える対応を
行っています。
電話が繋がらない場合は、翌日以降の午前

８時から午後６時30分までに連絡をお願い
します。
また、緊急対応を要する場合は、役所や

警察、消防など、専門機関への御連絡を
お願いします。

今年度の重点



働き方改革の推進

❸ 校務DXの推進～職員室をクラウド化～

これまで教員は職員室にいないと仕事ができなかったのですが、校内サイトを活用し、職員
会議等における情報共有など、様々な情報にアクセスしやすくします。また、日々の情報共有
にもクラスルームやチャット等を活用します。
さらに、年間行事予定等のスプレッドシートのデータを、週ごとの指導計画や学校日誌に反

映させるとともに、Googleカレンダーとも連携したりするなど、クラウドを活用した働き方改
革を推進していきます。

今年度の重点

https://ten.tokyo-shoseki.co.jp/ten_download/2025/tk20250313/gakoukeiei202504/#page=10


上向台小学校には、

上向台けやき教室
があります。

場所は、南校舎の２階、
４年２組の隣と
本校舎の３階、PTA室の隣



けやき教室とは

できるよう
にする

にがてな
こと



たとえば・・・

かん字をかく

ことがにがて

クラスとは

ちがうやり方
で学習する

クラスでたのしく
学べるように
なったよ！



たとえば・・・

友達の気もちを
りかいすること

がにがて

クラスとは

ちがうやり方
で学習する

クラスで安心して
すごせるように
なったよ！



けやき教室は、

そつぎょう
です。できるように

なったよ！

自信がついたら、







今年度もどうぞよろしくお願いいたします
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